
   栄町農業ふれあいセンターの設置及び管理に関する条例  

 （設置）  

第１条  栄町は、町民に余暇活動としての野菜、花等の栽培を通じた農

業体験の場を提供することにより、町民の定住環境の整備や福祉の向

上に資するとともに、町民の農業に対する理解を深めるため、市民農

園整備促進法（平成２年法律第４４号）第２条第２項に規定する市民

農園として栄町農業ふれあいセンター（以下「ふれあいセンター」と

いう。）を設置する。  

 （名称・位置及び施設）  

第２条  ふれあいセンターの名称及び位置は、次のとおりとする。  

名   称  位   置  

栄町農業ふれあいセンター  栄町麻生４６１番地  

２  ふれあいセンターは、次に掲げる施設から構成されるものとする。  

（１）農園  

（２）管理棟  

（３）休憩施設  

（４）子ども広場  

 （使用日及び使用時間）  

第３条  ふれあいセンターの施設を使用することができる日及び使用す

ることができる時間は、次のとおりとする。ただし、町長が特に必要

があると認めるときは、これを変更することができる。  

施設名  使  用  日  使用時間  

農園  毎日  終日  

管理棟  

日 曜 日 及 び 土 曜 日 並 び に 国 民 の

祝日に関する法律（昭和２３年法

律第１７８号）に規定する休日。

ただし、１２月２９日から翌年の

１月３日までの日を除く。  

午 前８ 時 ３ ０分 か ら

午後５時まで  

休憩施設  毎日  終日  

子ども広場  毎日  
午 前８ 時 ３ ０分 か ら

午後５時まで  

 （農園等を使用することができる者）  

第４条  農園又は農園及び管理棟（以下「農園等」という。）を使用す



ることができる者は、次に掲げる者とする。  

（１）栄町の区域内に住所（住民基本台帳法（昭和４２年法律第８１号）

に基づき住民基本台帳に記録される住所をいう。）を有する者  

（２）栄町の区域内に存する事務所又は事業所に勤務する者  

（３）その他町長が特に必要と認めた者  

 （使用期間等の制限）  

第５条  農園等を使用することができる期間は、４月１日から翌年の３

月３１日までの１年間とする。ただし、当該期間の中途から使用する

場合にあっては、その使用を開始する日から当該日以後の最初の３月

３１日までとする。  

２  前項に規定する期間は、１年に限り、これを更新することができる。

ただし、町長が特に必要があると認めるときは、この限りでない。  

３  同一人が使用することのできる農園は、１区画とする。ただし、町

長が特に必要があると認めるときは、２区画とすることができる。  

 （行為の禁止等）  

第６条  ふれあいセンターの施設を使用する者は、ふれあいセンターに

おいて次に掲げる行為をしてはならない。  

（１）公の秩序を乱し、又は善良な風俗を害すること。  

（２）施設又はその付属設備を損傷し、又は汚損すること。  

（３）営利を目的として施設を使用すること。  

（４）町長の許可なく施設に特別の設備を設置し、又は変更を加えるこ

と。  

（５）町長の許可なく広告物を掲示し、又は配布すること。  

（６）町長が指定した場所以外の場所で喫煙又は火気の使用をすること。 

（７）その他ふれあいセンターの管理に支障のある行為  

２  町長は、ふれあいセンターの施設を使用する者が前項各号のいずれ

かに該当する行為をするおそれがあると認めるときは、その使用を制

限し、又は禁止することができる。  

 （使用の許可）  

第７条  農園等を使用しようとする者は、あらかじめ町長の許可を受け

なければならない。  

２  町長は、前項の許可をする場合において、農園等の管理上必要があ

ると認めるときは、当該許可に条件を付することができる。  



３  前２項の規定は、第１項の許可を受けた者（以下「農園等の使用者」

という。）が当該許可を受けた事項を変更しようとする場合について

準用する。  

 （使用の不許可）  

第８条  町長は、農園等を使用しようとする者が次の各号のいずれかに

該当するときは、前条第１項（同条第３項において準用する場合を含

む。）の許可をしないことができる。  

（１）第６条第１項各号のいずれかに該当する行為をするおそれがある

とき。  

（２）果樹その他の多年生の農作物の栽培を目的として農園を使用しよ

うとするとき。  

（３）農園等の使用により、栄町暴力団排除条例（平成２３年栄町条例

第１６号）第２条第１項に規定する暴力団、同条第３項に規定する

暴 力 団 員 等 若 し く は 同 条 例 第 ９ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 暴 力 団 密 接 関

係者（以下この号において「暴力団等」という。）又は暴力団等が

そ の 事 業 活 動 を 支 配 す る 者 に 利 益 を 供 与 す る こ と と な る お そ れ が

あるとき。  

（４）その他農園等の管理上支障があると認めるとき。  

 （使用許可の取消し等）  

第９条  町長は、農園等の使用者が次の各号のいずれかに該当するとき

は、農園等の使用を停止し、又は第７条第１項の許可を取り消すこと

ができる。  

（１）この条例又はこの条例に基づく規則に違反したとき。  

（２）第７条第２項（同条第３項において準用する場合を含む。）の条

件に違反したとき。  

（３）災害その他やむを得ない事由により、農園を使用することができ

なくなったとき。  

（４）偽りその他不正の手段により第７条第１項（同条第３項において

準用する場合を含む。）の許可を受けた事実が明らかになったとき。 

（５）その他農園等の管理上支障があると認めるとき。  

２  前項の規定による使用の停止又は許可の取消しにより農園等の使用

者に損害が生ずることがあっても、町長は、その損害を賠償する責任

を負わない。  



 （使用料の徴収）  

第 １ ０条  農 園 等 の 使 用者 は 、 栄 町 使 用 料条 例 （ 平 成 ２ 年 栄町 条 例 第  

１１号）に定める使用料を納付しなければならない。  

２  使用料は、第７条第１項の許可をした際に、その全額を徴収する。  

 （使用料の減免）  

第１１条  町長は、次の各号のいずれかに該当するときは、使用料を減

額し、又は免除することができる。  

（１）災害その他特別の事情があると認める者が農園を使用するとき。  

（２）農園等の使用者の責めに帰することができない事由により農園を

使用することができなくなったとき。  

（３）その他町長が特別の理由があると認めるとき。  

 （使用料の返還）  

第１２条  既に納付された使用料は、返還しない。ただし、次の各号の

いずれかに該当するときは、この限りでない。  

（１）第９条第１項第３号の規定により農園の使用を停止し、又は第７

条第１項の許可を取り消したとき。  

（２）前号に定めるもののほか、農園等の使用者の責めに帰することが

できない事由により農園を使用することができなくなったとき。  

（３）その他町長が特別の理由があると認めるとき。  

 （権利譲渡等の禁止）  

第１３条  農園等の使用者は、農園等を使用する権利を他に譲渡し、若

しくは転貸し、又は第７条第１項（同条第３項において準用する場合

を含む。）の許可を受けた目的以外の目的のために農園等を使用して

はならない。  

 （原状回復の義務）  

第１４条  農園等の使用者は、農園の使用を終了したとき、又は第９条

第１項（同項第３号を除く。）の規定により農園の使用を停止され、

若しくは第７条第１項の許可を取り消されたときは、速やかにその使

用に係る農園を原状に回復しなければならない。  

 （損害賠償の義務）  

第１５条  ふれあいセンターの施設を使用する者は、当該施設又はその

付属設備を損傷し、若しくは滅失したとき、又は前条の規定による原

状回復の義務を怠ったときは、これによって生じた損害を賠償しなけ



ればならない。この場合における損害額については、町長が認定する

ものとする。  

 （委任）  

第１６条  この条例の施行に関し必要な事項は、規則で定める。  

   附  則  

 （施行期日）  

１  この条例は、平成２６年４月１日から施行する。  

 （栄町使用料条例の一部改正）  

２  栄町使用料条例（平成２年栄町条例第１１号）の一部を次のように

改正する。  

  別表第１中「２  削除」を  

 「２  栄町農業ふれあいセンター  

施設名  単   位  使用料  

農園  １区画につき１月  ９００円   

   備考  使用の期間が１月未満であるとき、又はその期間に１月  

未 満 の 端 数 が あ る と き は 、 １ 月 と し て 計 算 す る も の と す  

る。                         」 

 に改める。  

 


